
2011 年 11 月 4 日の調査状況 

 

１． 概要 

4 日 チャオプラヤ本川沿い，バンコク東部，バンコク西部の３方向に分かれて浸水エッジ

の把握，各治水施設の運用状況の把握，インタビューを実施した． 

 

２． 調査結果 

【チャオプラヤ川本川沿い】 

調 査 エ リ ア 

Area 

チャオプラヤ川左岸(キングスダイク結節点~堤防未整備区間) 

調査目的 

Purpose 

チャオプラヤ川左岸の堤防整備状況及び浸水状況の把握・ヒアリングに

よる被害内容の把握 

Report ① 浸水域の下流端 

上水用運河(写真左端)からあふれ

た水による浸水と見られる。道は

浸水し、ボートでの通行が行われ

ていた。 

 

 ② 上：高架下の土嚢(奥がチャオ

プラヤ川)， 

下：店先のコンクリート壁 

チャオプラヤ川沿川は越水による

流入を防ぐため土嚢が積まれてい

る。人々が集まる船着き場になっ

ており、この場所で一回目のイン

タビューを行った。 

川から数十メートル離れたところ

にある店では、多くの店の前にコ

ンクリートの壁が築かれていた。

腰の高さほどで、土嚢による緊急

堤防は毎年現れるが、このような

コンクリートの壁を目にするのは

現地スタッフの方も初めてだそう

だ。この壁は街中で見られる。 

 

 



 ③ チャオプラヤ川に沿った緊急

堤防 

本川堤防とは別に川沿いの道に緊

急堤防(土堤)が作られている。 

 

 ④ 上：チャオプラヤ川 

下：橋の上に避難された車 

チャオプラヤ川に近付くと浸水が

見られたが、川を渡る橋につなが

る道が一段高く盛ってあり、この

道によって下流の浸水が食い止め

られたことから、道路には堤防の

機能が組み込まれていると考えら

れる。この道を進むと、橋の上に

は周辺の浸水地域から長い列を成

して停められていた。 

 

 ⑤ 上：ノンタブリ地区の浸水域

下流端 

下：道路で止まった浸水域(キ

ングスダイク？) 

この地点が浸水域の境界になって

いた。ここから先の道路は車では

なくボートで通行するためボート

乗り場のようになっていた。人が

集まるため普段は道路であるとこ

ろに露店が集まり、マーケットを

形成していた。この場所でインタ

ビューを行っていたところ付近の

工業団地勤務の日本人から情報収

集を実施。 

 

 



 ⑥ 上：上流側堤防未整備区間 

下：パブリック堤防の状況 

堤防未完成区間を調査。ここには

水上に張り出すように貧民街が形

成されており、多くの家があるた

め物理的に堤防を建てることがで

きず無堤になっている。堤防には

public,private の 2 種類があり、

行政による堤防設置がない所では

コミュニティにより私的に設置さ

れていることもあった。写真のよ

うに公・私堤防が二重になってい

る部分もある。 

 

 

 ⑦ 上：上流側堤防未整備区間 

下：排水口の状況 

下流側の無堤地区。この地区の浸

水状況はまだそれほど深刻ではな

いが水位は高く、土嚢で防御がさ

れていた。下の写真は水路からチ

ャオプラヤ川に水を排水する水

門。川の水位が低い時は門を開け

て川に水を流すが、水位の高い今

は市街地を守るために水門を閉め

て川からの流入を止め、水路の水

をポンプで川に吐き出している。

増強工事が行われていた。 

 

 ⑧ チャパタウォン地区浸水状況

現在の水位は 5~10cm くらいだ

が、多くの家の前の入口には木の

板やコンクリートで水を防ぐ壁が

作られており、最高水位 30~50cm

の印が残されていた。 

  



【バンコク東部(チャオプラヤ川左岸側)】 

調 査 エ リ

ア Area 

スワンナプーム空港～タイ湾近くの放水路～キングスダイクの南端から北上 

調査目的 

Purpose 

１）スワンナプーム空港の水防活動状況の把握 

２）キングスダイクの治水機能の把握 

Report ① スワンナプーム国際空港の堤防 

スワンナプーム国際空港はキングスダイ

クの外側に位置するため、独自に洪水対

策がなされている。周囲 28km に高さ 2m

の堤防を設置。堤防は粘土質の土ででき

ている。 

 

②スワンナプーム国際空港のポンプステ

ーション 

スワンナプーム国際空港の内水を堤防の

外に出すために、南東と南西の各に 2 つ

のポンプステーションが置かれている。

各ポンプ基上には、2m3/s の排水能を持

つポンプが 4 基備え付けられている。 

 

③スワンナプーム水路のポンプステーシ

ョン (N13°30'13.3'' E100°44'45.0'') 

スワンナプーム国際空港の南東には、ス

ワンナプーム水路と呼ばれる海へと続く

水路がある。海への出口付近にはポンプ

ステーションがあり、水路の水は一度海

抜 17m まで揚水され、高架水路を通って

海へと排水される。 

 

④バンコク東部キングスダイク 

キングスダイクはバンコク中心部を囲む

ようにつくられた堤防。周囲の地面と比

べて 50cm 高い（海抜は 2.5m）道路であ

り、知らなければ堤防と分からない外観

になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【バンコク西部(チャオプラヤ川右岸)】 

調 査 エ リ ア 

Area 

チャオプラヤ川右岸(キングスダイク探索～浸水エッジ～チャオプラヤ

ー川右岸派川ターチン川水門及びポンプ機) 

調査目的 

Purpose 

チャオプラヤ川右岸地域の現状把握とインタビュー; キングスダイクの

確認; 水門及びポンプ機の視察; サンプル水の採取 

Report ① バンコク西部のキングスダイ

クを中心に調査を実施．浸水

のため北側のキングスダイク

に陸路で行くのはほぼ不可能

と考えられる。 

 

 

 ② ターチン川への水門及びポン

プ機を目視調査。現場にいた

大塚製薬の日本人派遣員から

情報収集。ポンプ機は増設さ

れている。ターチン川を視察

後橋詰の寺院にてインタビュ

ー。避難指示や情報伝達は地

方議員など地元の有力者が行

っているとの情報あり。 

 



 

 ③ ターチン川への水門及びポン

プ機を視察。ポンプ機は増設

されている。水門が 2 つある

ため閘門の機能もあると思わ

れる。ボランティアがポンプ

機近くに住みこみポンプ機の

維持、増設を手伝っていると

の情報あり。サンプル水を採

取。 

 

 以上． 


